








小諸市のインバウンド観光

インバウンド観光を勧めていく上で大切なことは自分自身が訪日外国人観光客側に立ち

考え誘致計画を行うことであると思う。私たちは日常、当たり前のように日本語を書くこ

と、読むこと、そして、話すことができるが、しかし外国人観光客がみな、私たちが日々

英語を話せないのと同様、日本語が話せるとは限らない。さらには私自身海外旅行に行く

ときに母国語が表記されず、通じることができないと不安になる。よってまず重点を置く

べき点は、各国の母国語表記を各重要地点、例えばその地の歴史資料館・コンビニ・ATM・

駅・地図看板などに置くべきである。しかし誘致している小諸市にはそのような所に各国

の母国語表記がなく、海外観光客に親切ではないと思った。

インバウンド観光を勧めるにあたって観光客数が多い観光地との相違点を上げ模範する

ことも大切であると思う。模範すべき点は三つあると思う。一つ目としては、地域連携と

プラットホームの構築である。東京や大阪・京都などの主要観光地の多くは電車での移動

が容易なうえ、電動自転車の貸し出しを行い各個人が自由に幅広く移動することも可能に

している。さらには貸し出しに料金を付け事業展開も同時に行っている点も模範すべきで

ある。二つ目は、wifi 環境を整えることである。海外と日本の通信料に差があることはもち

ろんであるが、観光客が市内観光をより良いものとするためには現地で情報をいかに多く、

かつ細かく得ることが重要である。また今、若者の多くに浸透している SNS の利用を通じ

て世界にその市内の美しい景色や素晴らしいことなどを瞬時に世界に発信することもでき、

その投稿を通して観光客の日本に対する観光意欲を上げることにも繋がる。最後に海外ク

レジットカードの対応も必要であると思う。

東京などの有名観光地にできて、小諸市のような小さな観光都市にしかすることのでき

ないことを見つけることも大事である。小諸市の市長によると小諸市への観光客の８０％

近くはアジア圏からの観光客であるという。アジアの多く例えば台湾や東南アジアの多く

は朝市・夜市の文化があり日本の食生活とは逆である。そのことをヒントに日本の食に対

する安全性・世界からの好感度の高さを武器に小諸市で独自の朝市・夜市を展開していく

ことによって、より多くのアジア圏の人々の関心を得ることができる。



小諸市のインバウンド観光への取り組みについて

１． はじめに

小諸市は長野県東部に位置している、インバウンド観光による発展を目指している市であ

る。私は今回の入学前研修で初めてその存在を知った土地であったが、実際に訪れると市

のインバウンド観光の取り組みについて改善しなければならないと思う箇所がいくつかあ

った。その問題について考えていきたい。

２． 小諸市おける外国人観光客への取り組みとその問題

小諸市において、外国人観光客向けの観光の目玉といえば小諸城址の懐古園であろう。い

かにも観光客が好みそうな｢和｣の風景がそこには広がっている。同じように布引観音、温

泉なども観光スポットとして、外国人向けのパンフレットに記載されている。さらに、車

で訪れやすい高峰高原、常盤館、ワイナリーも勧められている。小諸市のインバウンド観

光事業における第一の問題点はこのパンフレットだ。パンフレットにはいくつかの言語で

情報が記載されてるが、狭いスペースに無理に字を入れようとしているのか、字が明らか

に見にくくなっている。また写真も小さいサイズで印刷されてるため、実物の迫力、美し

い風景があまり伝わらない。そのため、表紙に惹かれて手にとった外国人は中身を見て、

期待はずれだ、と感じることだろう。第二の問題は、市内の wifi 環境が整っていないこと

である。外国人観光客のほとんどはフリーの wifi 環境を求めている。ＳＮＳを使って写真

を即座に共有するためだ。現状の wifi 環境では物足りない。最後の問題は、市中央から高

峰高原へ進む道に休憩所があまり無いことだ。市中央には施設やトイレが多く安心感を与

えるが、長い時間がかかる道に休憩所があまりないと、慣れない土地に訪れている外国人

にとって不安でしかない。印象が悪くなってしまうと、肝心のリピート客が見込めなくな

ってしまう。これらの問題を解決する術として、まずはパンフレットを言語１つ１つで作

り直すことが必要である。字を大きく、きれいな写真でアピールすることはファーストイ

ンプレッションを良くするには大切なことだ。次に、wifi 環境を出来れば市全域に広げるこ

とである。どんな些細なことでも小諸市について共有してもらうことは、連鎖的な集客が

見込める。最後に、市内でくつろげるスペースを増やすことだ。外国人に不安を与えず、

二度・三度と訪れてもらうことで市全体の対外への意識を高められるだろう。

３． 終わりに

私は小諸市についてほとんどわからない状況で同市を訪れたが、そのインバウンド観光の

取り組みは本当に興味深いものだった。今回の経験をいかして今後勉強に取り組みたい。
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